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近年、腸内菌叢の研究が急速に発展し、腸内フローラの宿主の健康や疾病に
おける役割が明らかになりつつある。畜産分野でも有用微生物による腸内菌叢
制御技術は注目されており、腸内フローラを改善させることによる生産効率改
善技術の開発が期待されている。そこで我々は、未利用海産資源を原料とする
好熱性発酵産物抽出液を飲水に添加する形で、採卵鶏および豚への投与試験を
行い、生産効率に与える影響の評価を試みた。採卵鶏に投与した結果、好熱性
発酵産物投与群において強制換羽期間前後での産卵率が有意に増加する傾向が
みられた。卵に含まれる遊離アミノ酸も投与群で増加する傾向があった。一方、
豚に投与した場合、飼料要求率が向上し生育期間が短縮する傾向がみられ、生
産期間中の死亡率も 0.56％減少した。また、生産された肉（部位：ロース）に
おいて、尿素が減少していた。さらに、採卵鶏および豚の糞中に含まれる短鎖
脂肪酸およびアンモニアを測定し、好熱性発酵産物抽出液が腸内代謝に与える
影響を調べた。その結果、採卵鶏および豚において、酢酸・プロピオン酸・酪
酸の濃度は投与の有無による違いはなかった。しかし、乳酸およびアンモニア
の濃度は、投与群のほうがより減少する傾向がみられた。このように、好熱性
発酵産物抽出液の経口投与により、採卵鶏および豚において腸内の有機酸代謝
および窒素代謝が影響を受け、生産効率の良化ならびに生産品質の向上につな
がることが示唆された。 
 
 
